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エン・ジャパン株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役会長兼社長：越智通勝）が取り組む『ソーシャ

ルインパクト採用プロジェクト』（https://www.enjapan.com/）は、2025年9月25日（木）より、「宇

宙」に関わる求人を特集したプロジェクトを開始。本プロジェクトの趣旨に共感・参画いただいた、国立研

究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）、三菱重工業株式会社、川崎重工業株式会社、株式会社本田技術

研究所、NEC（日本電気株式会社）、株式会社Pale Blue（東京大学発スタートアップ）の求人を特集し、求

職者とのマッチングを支援します。下記、本プロジェクトの概要を紹介します。

エン・ジャパン、「宇宙」求人特集 開始
JAXAの「月面探査車」開発 など、6団体12ポジションを一斉公募

プロジェクト概要

人類が夢の領域としてきた「宇宙」。その壮大なフロンティアへの挑戦は、単なる夢や探究心にとどまりま

せん。通信や測位による生活インフラの支援、気象観測による安全保障、資源開発や惑星探査による人類の

活動領域の拡大など、宇宙開発による恩恵は、社会課題の解決や人類の進歩のために不可欠な基盤となりつ

つあります。

また、宇宙産業は2040年には世界市場が140兆円規模へ拡大すると予測されており、産業としての可能性も

大きい領域。日本政府も「宇宙」が次の基幹産業になりうるとして、国内市場規模を2030年代早期に倍増さ

せる目標を設定。その達成に向け、民間企業や大学等に対し10年間で1兆円規模を支援する「宇宙戦略基

金」の創設や、民間企業による宇宙輸送等を可能にする「宇宙活動法」の改正など、多様な取り組みを推進

しています。民間企業の参入も増えており、国内の宇宙スタートアップは100社超まで増加。水を推進剤に

使ったエンジンなど「世界初」の技術を生み出す企業も登場し、JAXAに限らず官民さまざまな立場から「宇

宙」というフロンティアの開拓に挑む有志が増えています。

こうした挑戦を、さらに前に進める後押しをしたい。より多くの方に、その力を宇宙開発のために使ってい

ただきたい。そんな想いから、エン・ジャパンは今回『ソーシャルインパクト採用プロジェクト』の一環と

して「宇宙」求人特集を実施。宇宙という重要な領域に挑む志ある方をさらに増やすべく、JAXAからスター

トアップまで多様なポジションの募集を一斉に支援します。

募集詳細・特設ページはこちら https://www.enjapan.com/project/space_2509/

https://www.enjapan.com/
https://www.enjapan.com/project/space_2509/
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募集要項

・応募受付サイト 『ミドルの転職』『AMBI』

・特設ページ   https://www.enjapan.com/project/space_2509/

・募集ポジション

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 有人与圧ローバー（有人月面探査車）の開発

月極域探査機（LUPEX）の開発・運用

有人宇宙活動に係るライフサイエンス研究推進

三菱重工業株式会社 衛星設計・開発

宇宙ロケット用エンジン・機器の組立

川崎重工業株式会社 宇宙機器開発の各種設計／プロジェクト管理

株式会社本田技術研究所 宇宙技術開発

再使用に向けたロケット技術の研究開発

NEC（日本電気株式会社） プロジェクトリーダー（宇宙利用システム開発）

インフラエンジニア（衛星運用システム）

株式会社Pale Blue オープンポジション

経理

本特集には、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）、三菱重工業株式会社、川崎重工業株式会社、

株式会社本田技術研究所、NEC（日本電気株式会社）、東京大学発スタートアップのPale Blueの6団体が参

画。月面探査車や人工衛星をはじめとする宇宙機器の設計・開発、宇宙利用システム開発のプロジェクト

リーダーなど、12職種を一斉に募集します。全てのポジションにおいて、宇宙産業に携わった経験は不問。

多くの方に挑戦の機会が開かれます。

エン・ジャパンは『ミドルの転職』『AMBI』といった求人サービスを通じて募集をサポート。培ってきた

知識と技術を「宇宙」に活かす。そんな志ある方からのご応募をお待ちしています。

参画企業一覧
◆国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）
日本の宇宙開発を担う中核機関。月面を走行する世界初の有人与圧ローバーの開発をはじめ、多様な宇宙関
連プロジェクトを主導する。

◆三菱重工業株式会社
大型ロケットの開発・製造を担い、日本の宇宙輸送を支える。人工衛星や宇宙探査機の打ち上げ実績も豊富。

◆川崎重工業株式会社
ロケットの重要部品から、月周回拠点「ゲートウェイ」の居住技術、火星衛星探査のロボットアームまで、
多彩な技術で宇宙探査を支える。

◆株式会社本田技術研究所
Hondaの研究開発部門。燃料電池やロボティクスなど独自技術を宇宙領域へ応用しており、再使用型ロケッ
トの研究などを手掛ける。

◆NEC（日本電気株式会社）
日本初の人工衛星「おおすみ」から半世紀にわたり、約80機の衛星を開発製造。データの大容量・高速伝送
を実現する光衛星間通信などで世界初の成果を残している。 

◆株式会社Pale Blue
東京大学発、水を燃料とした小型衛星のエンジンを開発・製造する宇宙ベンチャー。宇宙での実証実績が多
数あり、今後は量産工場設立も予定。

https://www.enjapan.com/project/space_2509/
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プレスリリースや特設ページ、Web広告での告知に加え、各求人サイトでの集客支援を実施。『ミドルの転

職』『AMBI』とターゲットの異なる求人サイトを活用することで、ターゲットへ網羅的に求人を届けます。

本プロジェクトにおける当社支援サービス

各求人サイトへ掲載

最適な母集団の形成・ブランディング

プレスリリース

Web広告の運用

特設ページでの告知

即戦力

ポテンシャル

ミドル若手

社会的なインパクトが特に大きい人材採用「ソーシャルインパクト採用」を、エ

ン・ジャパンが全社を挙げて支援するプロジェクトです。中央省庁の幹部候補、自

治体の副市長やDX担当、さらにはNGO／NPO・スポーツ団体・志ある企業の中核

メンバー……等々、さまざまな募集を「入職後の活躍」までこだわって支援してい

ます。優れた能力を「より良い世の中を作るため」に使いたい方と、より良い世の

中を作るために優れた人材の力を必要とする団体を結びつけ、社会の課題解決を加

速させていく一大プロジェクトです。

プロジェクト公式サイトはこちら https://www.enjapan.com/

「ソーシャルインパクト採用プロジェクト」とは

プロジェクト参画のご相談、取材・セミナーの登壇依頼などお気軽にお問合せください。

MAIL：social_impact@en-japan.com

https://corp.en-japan.com/

〒163-1335 新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワー

TEL：03-3342-6590  MAIL：en-press@en-japan.com

エン・ジャパン株式会社 広報担当

本ニュースリリースに関する
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